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今年も
　「ツール・ド・ちば」がやって来た！



楽しかった上瀑っ子まつり
高齢者ふれあい学級

　11月8日（土）に上瀑小学校で上瀑っ子まつり（高齢者ふれあい学級）が行われました。今年度は，閉校記念行事を兼
ねており，これまで以上に大規模なものになり，およそ400人が集まりました。
　昨年度まで行っていた昔の遊びやグラウンドゴルフ，焼き芋に加え，航空写真の撮影，保護者が中心になって作っ
た豚汁とおにぎりの会食，地元のお囃子や児童の学習発表などが行われました。当日までの計画や準備，運営は上瀑
地区の皆さんの力が結集されたものとなりました。
　児童からは，「おじいちゃんにこまを教えてもらい，回せるようになってうれしかった。」「焼き芋や豚汁がおい
しかった。」と感想発表がありました。参加した高齢者の方からも「小学校の頃の思い出が浮かんできました。」な
どの声が聞かれ，上瀑に関わる多くの人たちが楽しいひとときを過ごし，上瀑に生まれてよかった，上瀑で育ってよ
かったと「上瀑の素晴らしさ」を感じることのできた一日となりました。

心
に
残
る
み
ん
な
で
描
い
た
人
文
字

長
い
歴
史
と
伝
統
を
育
ん
で
き
た

上
瀑
小
学
校
に
感
謝
と
思
い
出
話

の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

＜昔の遊びコーナー＞

＜ふれあいコーナー＞

カルタとり けん玉 お手玉 将棋

お神楽グラウンドゴルフ

お
昼
は
全
員
で
焼
き
芋
・
豚

汁
・
お
に
ぎ
り
に
舌
づ
つ
み
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ありがとうの気持ちをこめて
「地域交流総元祭り」

　総元小学校は、平成27年度、大多喜小・上瀑小との統合により、約140年の歴史に幕を閉じます。本年度は、「永
遠（とわ）に輝け  みんなの想い  ～見せよう  麻っ子最後の力～」をスローガンとし、統合に向けて取り組んでいます。
　10月19日（日）、歴史と伝統のある母校を偲ぶとともに、地域の方々へ感謝の気持ちを伝えようとの想いで、総元
小学校において「地域交流総元祭り」を開催しました。閉校記念行事部会の皆さんが中心となり、何度も打ち合わせ
を行い準備をしてきました。
　そして迎えた当日、早朝から「太巻き寿司」、「焼き芋」、「豚汁」のグループに分かれて活動を開始しました。
高学年は、地域のおばあちゃんやヘルスメイトさん、地域ボランティアの皆さんを講師に、椿やさざえ柄などに彩っ
た郷土料理の太巻き寿司を作り、地域の方々や以前お世話になった先生方のおもてなしをしました。
　午後からは、「麻っ子の総元再発見!!」をテーマに授業参観を行い、学校の歴史や地域に伝わる民話、手話による
校歌などを学年ごとに発表しました。また、グラウンドに設けたステージでは、子ども達による合唱やキッズソーラ
ン、地域の方々による踊りや手品なども披露されました。
　天候にも恵まれ、400人近い方々との心温まる交流が図れた1日となりました。

伝統の太巻き寿司作り

約400人が集まり、おもてなし会食

「知らなかった！昔の総元小学校」（１ ・２年生）

太巻き寿司は特別な包装紙でくるんで配布

全校児童によるキッズソーラン

「総元小学校の歴史」（６年生）
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　10月30日（木）、役場議場において「中学生議会」が開催されました。大多喜中学校と西中学校から選ばれた12名
の中学生議員からは、高齢者福祉の充実、雇用の創出、遊休施設の活用など、中学生が持つ地域に対する率直な意見
や課題について質問がありました。町側からは、早急に対応していくことを約束する場面もあり、充実した議会とな
りました。
　今回の「中学生議会」は、中学生に将来の魅力あるまちづくりについて考える議会の経験や、議会の仕組みを学ん
でもらうために行われたものです。

　大多喜町文化祭が11月3日（祝）、大多喜町中央公民館で開催され、文化団体･大多喜小学校が参加し発表･展示が行
われました。各団体とも日ごろの練習の成果をいかんなく発揮し盛り上がりをみせていました。
　当日は社会福祉協議会･大多喜小学校によるバザー、また今年初めての試みとなったワークショップも同時開催さ
れ大変活気に満ちた一日となりました。

▲洋服や雑貨などが販売され
ました

▲躍動的な太鼓の演奏

出演者も観客も「みんなで
踊りましょう♪」

芸術の秋を彩る
平成26年度（第３０回）大多喜町文化祭

中学生議会が開催されました

大多喜中学校3年
佐藤 優斗 さん
　議場のみなさんの真剣な雰
囲気に圧倒されてとても緊張
しましたが、大多喜町を見直
す良い経験になりました。
　今回の中学生議会に参加
したことは、私の生涯の宝物
です。

西中学校3年
富塚 健太 さん
　私は、初めて中学生議会に参加し、
副議長という大役を持たせていただき
ました。
　後半から議長の仕事をさせて頂き、
とても緊張しましたが、どのようにし
て議会が行われているのかがわかり、
とても良い経験になりました。
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10
月
12
日（
日
）、
大
多
喜
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
、
町
民
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
健
康
増
進
と
体
力
の
向
上
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
と
な
り
絶
好
の

ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
総
勢
２
４
８
人
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
テ
ニ
ス
・
野
球
の
5
種
目
で
競
技
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。
競
技
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る
み
ん
な
の
輪

大
多
喜
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

大
多
喜
町
役
場
中
庁
舎

　

ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
文
化
遺
産
保
全
賞
受
賞
式
典

～
日
本
の
建
築
物
で
は
横
浜
市
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
以
来
、
2
例
目
～

　

10
月
19
日（
日
）、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
『
第
30
回
Ｂ
＆
Ｇ

親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
Ｂ
＆
Ｇ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
予
選
会
で
、

今
年
度
は
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
が
4
年
連
続
6
回
目
の
優
勝
、
準
優

勝
は
「
ス
テ
ッ
プ
」、
3
位
は
「
ア
ラ
ジ
ン
」
と
な
り
ま
し
た
。
優

勝
チ
ー
ム
の
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
は
、
11
月
30
日（
日
）に
香
取
市
小

見
川
で
開
催
さ
れ
る
千
葉
県
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
に
、
大
多
喜
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

ド
ル
フ
ィ
ン
４
連
覇
！！

第
30
回
Ｂ
＆
Ｇ
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
12
日（
日
）に
、
大
多
喜
町
役
場
中
庁
舎
大
会
議
室
で
大
多
喜
町
役
場
中
庁
舎
ユ
ネ
ス
コ
・

ア
ジ
ア
太
平
洋
文
化
遺
産
保
全
賞
受
賞
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
式
典
で
は
、
猪
口
邦
子

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
よ
り
受
賞
対
象
者
へ
表
彰
状
と
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
森
英
介
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
町
民
の

方
々
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
中
庁
舎
の
再
生
事
業
に
つ
い
て
「
そ

の
価
値
が
見
過
ご
さ
れ
、
一
時
は
解
体
の
危
機
に
も
瀕
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
た
い
へ
ん
き
め
細
や
か
な
取

り
扱
い
の
も
と
修
復
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
歴
史
あ
る
公
共
空

間
を
地
元
で
継
続
し
て
活
用
で
き
る
形
で
再
生
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
庁
舎
が
救
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
内
で
存
続
の

危
ぶ
ま
れ
る
他
の
20
世
紀
日
本
建
築
の
お
か
れ
て
い
る
状
況

に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。」
と
受
賞
理
由
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

受
賞
者

　

事
業
主
：
大
多
喜
町
役
場

飯
島
勝
美
町
長
、
小
倉
明
徳
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
会
長

　

事
業
担
当
者
：
建
築
家　

夏
目
勝
也
氏
、
千
葉　

学
氏

　

建
築
設
計
担
当
：
株
式
会
社
千
葉
学
建
築
計
画
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

学
氏
、
市
川
知
義
氏

　

工
事
担
当
者
：
大
成
建
設
株
式
会
社　

千
葉
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
川　

浩
支
店
長

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ（
小
学
生
の
部
）

　

優　

勝　

西
子
供
会
③

　

準
優
勝　

西
子
供
会
④

　

第
3
位　

西
子
供
会
②

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ（
一
般
の
部
）

　

優　

勝　

ガ
ン
バ
ラ
ナ
イ
ト

　

準
優
勝　

西
子
供
会
父
母
会

　

第
3
位　

チ
ー
ム
Ｓ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ（
団
体
の
部
）

　

優　

勝　

船
寿
会
（
初
優
勝
）

　

準
優
勝　

猿
稲
稲
友
会

　

第
3
位　

鍛
冶
神
寿
会
Ａ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ（
個
人
の
部
）

　

優　

勝　

古
山
信
一

　

準
優
勝　

中
村
良
三

　

第
3
位　

酒
井
節
子

テ
ニ
ス（
Ｕ

−

14
男
子
の
部
）

　

優　

勝　

高
梨
・
新
井
ペ
ア

　

準
優
勝　

井
口
・
小
野
ペ
ア

　

第
3
位　

遠
藤
・
齊
藤
ペ
ア

テ
ニ
ス（
Ｕ

−

13
男
子
の
部
）

　

優　

勝　

佐
久
間
・
江
澤
ペ
ア

　

準
優
勝　

秋
葉
・
渡
邉
ペ
ア

　

第
3
位　

小
柴
・
渡
邉
ペ
ア

▶
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
は
、

 

「
オ
ム
ニ
キ
ン  

ピ
ン
ク
」な
ど

と
相
手
の
色
を
指
定
し
て
か

ら
打
ち
ま
す
。

▶
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交

流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

▶
あ
い
さ
つ
す
る
猪
口
邦
子
日
本

ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員

テ
ニ
ス（
Ｕ

−

14
女
子
の
部
）

　

優　

勝　

中
村
・
鈴
木
ペ
ア

　

準
優
勝　

平
野
・
小
高
ペ
ア

　

第
3
位　

渡
邉
・
駒
木
ペ
ア

テ
ニ
ス（
Ｕ

−

13
女
子
の
部
）

　

優　

勝　

藤
江
・
鈴
木
ペ
ア

　

準
優
勝　

田
中
・
鈴
木
ペ
ア

　

第
3
位　

渡
辺
・
亀
田
ペ
ア

野
球

（
町
体
育
協
会
秋
季
大
会
）

　

優　

勝　

竹
乃
子
会

（
2
年
連
続
5
回
目
の
優
勝
）

　

準
優
勝　

ポ
ピ
ン
ズ
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　10月15日（水）、つぐみの森保育園で、みつば保育園とつぐみの森保育園の園児
たち60人による「収穫祭」が行われました。初めに、農業事務所職員の指導により、
脱穀から籾すりまでの、稲からお米になる過程を教わりました。
　その後、お釜でご飯を炊き、みんなでおにぎりを作りました。炊きたてのご飯を使
い、自分の手で握ったおにぎりの味は格別で、炊いたご飯は、見事に完食され
ました。
　園児たちは、5月の田植えから始まったこの「食育」を通じて、お米
を作る苦労や収穫の喜びを知りました。稲作の大切さを感じて、また一
つ成長した子供たちです。

おいしいおコメになってね 最終回
― つ ぐ み の 森 保 育 園 で 収 穫 祭 ―

▲初めて体験する脱穀　 ▲自分で作ったおにぎりは、「おいしいな。」

　平成27年4月から新しく保育園に入園を希望するお子様の申請受付を下記のとおり行います。平成27年度
も引き続き入園を希望される方は、保育園を通じて継続手続の書類をお配りします。
《入園申請について》
受付日時　　12月9日（火曜日）午前9時から午後5時まで
受付場所　　みつば保育園（総元・大多喜・上瀑地区）☎82−5530
　　　　　　つぐみの森保育園（老川・西畑地区）☎83−1411
持参するもの
　　①認印
　　②家族構成等のわかるもの
　　　（同居しているご家族の生年月日や就労先の住所・電話番号等を記入する欄があります）
　　③出産やご家族の介護等の理由で入園する場合は、母子手帳や身体障害者手帳、療育手帳の写し
　新しく入園されるお子様を対象とした1日入園を2月頃予定しています。
　また、保育園では乳児保育や延長保育、休日保育の実施により、働きながら子育てをしているご家族を支
援しています。冠婚葬祭時や病気、けがなどのときにお子様を一時的にお預かりする一時保育や乳児相談、
園庭開放なども行っていますので、ぜひご利用ください。
○問合せ　子育て支援課　☎82−2152

来年度の保育園入園申請受付 ▶▶▶ １２月９日（火）
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いすみ医療センター年末年始診療のお知らせ

年末年始　環境センター収集業務のご案内

　いすみ医療センターでは、12月28日（日）から平成27年1月4日（日）までの期間、休診とさせていただきます。
　ただし、救急診療のため外科・内科・小児科に限り下記のとおり受付時間を設けて診療を行います。

※上記救急診療日の午前8時30分から午前11時30分までは正面玄関を開放します。
※年末年始期間中の上記の受付時間外は宿日直体制になりますので、救急受診を希望される方は、事前に、必ずお電

話で診察が受けられるかご確認ください。
　患者様の症状などにより、他院をご紹介したりお断りする場合がありますので、ご了承ください。
○問合せ　　いすみ医療センター　いすみ市苅谷1177　☎86−2311

　大掃除などで出たごみは、ごみ収集カレンダーを確認して、早めに出しましょう。12月29日（月）及び12月31日
（水）から1月4日（日）までの休業期間中、ごみが集積場に放置されたままにならないようご協力をお願いします。

　いすみ鉄道では、毎年恒例のイルミネーショントレインが運行されます。
　期間　11月20日（木）から1月5日（月）まで
　時間　16時30分から21時30分まで
　期間中は、総元駅・大多喜駅・国吉駅をイルミネーションで飾ります。
　ぜひ、この冬、いすみ鉄道に乗車してクリスマス気分を満喫してみては
いかがでしょうか。

○ 問合せ　 いすみ鉄道株式会社　 ☎ 82−2161

イルミネーショントレイン

※12月29日（月）は、可燃ごみの収集およびごみの持込の受付を行いませんので、お間違えのないようご協力をお願
いします。

その他不燃ごみ・缶・びんなどはごみ収集カレンダーのとおりです。
○問合せ　環境センター　☎83−0331

　大多喜高校、大多喜中学校、大多喜小学校でジョイントし、クリスマスコンサートを行います。わくわ
くするようなクリスマスナンバーや、なかなか聴くこと
のできない合同演奏を中心に準備中です。みなさんも、
音楽でクリスマスを楽しく過ごしませんか？どなたでも
お気軽に足をお運びください。当日来場した方で、クイ
ズに正解された方にプレゼントを用意しております。

開催日　　12月23日（祝）
時　間　　12：30開場　13：00開演
場　所　　大多喜中学校体育館
入場料　　無料
○問合せ　大多喜中学校　☎82−2914

●外科・内科 12月30日（火）、1月2日（金） 受付時間　午前8時30分から午前11時30分まで

●小児科 12月28日（日）、30日（火）、1月2日（金） 受付時間　午前8時30分から午後4時まで

年　末 年　始
可燃ごみの収集 12月30日（火）まで

1月5日（月）から
環境センターへの持込み 12月30日（火）まで　ごみの持込みは12時まで

大多喜小・中・高 合同

 X’masコンサートを開催します
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農林業に係る補助金のご案内
　平成26年度の農林業に係る以下の補助金について、町予算に若干の余裕がありますので、電気柵など購入を検
討されている場合は産業振興課までご相談ください。

農業者年金に加入しましょう
農業者年金の６つのポイント　～農業者年金は将来の大きな支えになります～

1.　 農業者なら幅広く加入でき、家族一人ひとりが自分の年金を掛けられます。
　○年間60日以上農業に従事する60歳未満の方で、国民年金の第1号被保険者であれば、経営主はもちろん配偶

者や後継者も男女に関係なく加入できます。

2. 自分が積み立てた保険料とその運用益によって自分が将来受け取る年金額が決まる『積立方式』なので、少
子高齢化時代でも安心です。

3.  保険料は2万円～6万7千円の範囲で自由に選択でき、途中で見直しもできます。

4.　若い時期から長い期間、農業の担い手として頑張る方には、保険料2万円のうち最高１万円の国庫補助があ
ります。

　○認定農業者で青色申告をしている人（39歳までに加入）などの要件に該当する人が対象になります。

5.　支払った保険料の金額（保険料６万７千円を選択すると総額８０万４千円）が社会保険料控除の対象になる
など、税制面の優遇措置があります。

6.　年金は終身受けとることができ、仮に８０歳前に亡くなった場合でも８０歳までの年金の現在価値相当額が
死亡一時金として支払われます。

☆相続等により農地の権利を取得した方は、農業委員会にその旨を届出しましょう☆

○問合せ　大多喜町農業委員会　☎82–2176

・１～４の事業については町予算の範囲以内となります。実施希望者はお問い合わせください。
・５の事業につきましては12月26日までに要望量をお知らせください。
○問合せ　産業振興課　農林係　☎82–2176

１．【イノシシ等防護柵購入費補助金（農地）】
　○補助の目的
　　有害獣による農林作物（野菜・筍など）への被害防止
　○補助の内容
　　簡易電気柵購入の補助　
　○補助率
　　1／3（上限15,000円）

２．【簡易電気柵購入費補助金（宅地など）】
　○補助の目的
　　有害獣による宅地などへの被害防止
　○補助の内容
　　簡易電気柵購入の補助
　○補助率
　　1／4（上限10,000円）

３．【ヤマビル防除剤購入費補助金】
　○補助の目的
　　ヤマビルによる地域住民への被害防止
　○補助の内容
　　ヤマビル防除剤購入の補助
　○補助率
　　1／4（上限10,000円）

４．【狩猟免許取得補助金（わな免許取得の補助）】
　○補助の目的
　　有害獣捕獲の強化
　○補助の内容

狩猟免許(新規わな
猟免許)を取得する
ために必要な狩猟
免許取得手数料及
び初心者狩猟講習
会受講料の補助

　○補助率
　　2／3

５．【鳥獣被害防止総合対策交付金（国庫事業）】
　　（平成27年度に実施する事業の要望量調査です）
　○事業の目的
　　有害獣被害が認められる耕作者3名以上の農地を広域

的かつ効率的に防除する
　○事業の内容
　　有害獣侵入防止柵の資材配布・自力施行
　　（採択要件などの詳細はお問い合わせください）
　○補助率
　　定額（平成26年度は資材費100％支給）
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　農業所得の計算及び申告は、他の営業所得者や事業所得者などと同様に営農者ご自身でお願いします。
　農業所得の計算に便利な『計算のしおり』と『収支内訳書』を役場窓口および老川・西畑の各出張所で随
時配布していますのでご利用ください。
　また、申告受付時には、収入金額と必要経費に関する領収書等を確認させていただきますので、1年間
（平成26年1月1日～12月31日）の農業にかかる販売伝票、領収書、通帳等を大切に保管して記録を残して
おいてください。

Ｑ：農業をしている人は全員申告するの？
Ａ：自家用の野菜や飯米のみで、販売を行っていない方は、農業経営とはみなしませんので、農業所得の税

申告は必要ありません。

Ｑ：申告はいつするの？
Ａ：平成27年2月16日（月）から3月16日（月）までです。
　　農業所得の申告は、農業所得用の収支内訳書を作成し、確定申告書や住民税申告書にその収支内訳書を

添付して提出すれば申告完了となります。申告相談には領収書や帳簿をご持参ください。

Ｑ：計算はどうすればいいの？
Ａ：収支内訳書（農業所得用）に基づいて各項目の収入額と支出額を計算します。ご自分で農業所得が計算

できるように『計算のしおり』と『収支内訳書』を希望する方に役場窓口および老川・西畑の各出張所
で随時配布します。

　　次年度以降のためにコピーして保管いただくことをおすすめします。
　　また、大多喜町役場ホームページから『計算のしおり』、『収支内訳書』のダウンロードもできますの

でご利用ください。
　
Ｑ：計算方法がどうしてもわからない場合は？
Ａ：確定申告が始まる前の1月下旬までに電話予約をして、役場へお越しください。
　　担当職員が計算方法を説明いたします。（昨年度の申告書控えや領収書、帳簿等の書類が必要です。）

Ｑ：何か制度が変わった？
Ａ：今年度は、農業所得計算に関わる改正点はありません。
　  なお、減価償却資産は、償却資産の購入年月日、購入金額、

事業専用割合等が必要となりますので、その領収書の写しや
メモ書きなどを用意してください。

　　詳しくは、税務住民課にお問い合わせください。

○問合せ　税務住民課　課税係　☎82–2122

農業所得の申告時期が近づいています！

税金は納期内に納めましょう

　12月は、固定資産税第3期及び国民健康保険税第6期の納付月です。12月25日（木）期限内の納付をお願いし
ます。
　納税は便利な口座振替をご利用ください。申込手続は、ご希望の町内金融機関、郵便局の窓口で行うことができ
ます。納付書により納付される方は、役場、金融機関、郵便局、コンビニエンスストアでの納税をお願いします。

※納税が困難な方は、開庁日の午前8時30分から午後5時までにご相談ください。

○問合せ　税務住民課　収納対策係　☎82–2122
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補正予算
【議案第 7 号】　 一般会計補正予算（第6号）
【議案第 8 号】　 国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
【議案第 9 号】　 介護保険特別会計補正予算（第1号）
【議案第10号】　 水道事業会計補正予算（第1号）
【議案第11号】　 特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第1号）　　
【議案第12号】　 一般会計補正予算（第7号）

会　　計 補正額 補正後の総予算額 主　な　内　容

一般会計（第6号） 35,897 4,608,169

・道路新設改良費
　　道路排水整備工事　　　　　　　　　　　　6,937
　　公有財産購入費　　　　　　　　　　　　　2,691
・農村コミュニティーセンター多目的ホール天井非構
　造部材耐震化設計業務委託料　　　　　　　　2,916

一般会計（第7号） 811 4,608,980 ・源泉徴収事務事業　            　　　　　　　　　811
国民健康保険

 特別会計（第1号） △9,176 1,361,146 ・国庫負担金等の返還金　          　　　　　  　3,948

介護保険特別会計
（第1号） 4,176 1,069,390 ・国県等負担金の返還金　          　　　　　  　4,142

水道事業 補正額 補正後の総予算額 主　な　内　容

収益的 支出 △1,449 487,649 ・職員人件費　　　　　　 　　　　　 　 　　△2,344
・ＰＡＣ注入ポンプ修繕　　　　　　　　　　 　  270

資本的
収入 1,200 74,370 ・工事請負費（消火栓設置負担金）　　　　　   1,200
支出 4,706 216,602 ・面白浄水場更新に伴う認可変更申請業務         4,590

特別養護老人ホーム事業 補正額 補正後の総予算額 主　な　内　容

収益的 支出 △6,959 304,840 ・職員人件費

（単位：千円　△は減額）

根本 正木 吉野
一男 麻生 野村 江澤 志関 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 小髙 結果

議案第 1・2 号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 3号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 可決

議案第 4 号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第 5 号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第 6 号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 7号～10号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第11号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

認定第 1号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 認定

認定第 2号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第 3号～6号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 認定

認定第 7号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第12号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第 1 号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【定例会９月会議審議結果】

＊○は賛成　●は反対　「―」は欠席
＊小髙議長は議事進行のため、採決に加わりません。

議案
議員
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議
会
だ
よ
り

討　
　

論

■
議
案
第
3
号

　

大
多
喜
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

反
対

野
中
議
員

　

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」

は
、
安
全
の
面
で
も
保
育
の
質
の
面

で
も
、
今
の
水
準
を
ず
っ
と
落
と
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
が
低
い
水
準

で
参
入
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
条
文
は
非
常
に
難
解

で
、
正
確
に
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
曖
昧
な
ま
ま
、
責
任
を
持
っ

て
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
反
対
し
ま
す
。

■
議
案
第
5
号

　

大
多
喜
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

反
対

野
中
議
員

　

学
童
保
育
で
は
、
支
援
員
の
高
い

質
を
確
保
す
る
こ
と
、
保
育
時
間
を

き
ち
ん
と
保
証
す
る
こ
と
が
、
子
ど

も
と
親
に
と
っ
て
の
幸
せ
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
人
件
費
を
安
く

す
る
た
め
に
、
基
本
的
な
支
援
員
の

数
が
現
状
よ
り
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

人
的
な
安
全
性
と
い
う
点
で
は
問

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
は

反
対
で
す
。

賛
成

江
澤
議
員

　

こ
の
条
例
は
、
幼
児
教
育
、
保

育
、
地
域
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
等

を
総
合
的
に
保
育
し
、
特
定
地
域
型

保
育
事
業
に
該
当
す
る
各
事
業
者
の

責
任
や
施
設
運
営
基
準
を
、
事
業
の

一
般
的
な
運
営
基
準
と
し
て
定
め
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

賛
成

根
本
議
員

　

子
育
て
の
状
況
は
多
様
な
時
期
に

来
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
待
機

児
童
は
増
え
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

こ
の
条
例
の
規
定
は
や
む
を
得
な
い

処
置
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
賛
成
す
る

も
の
で
す
。

 【
条
例
制
定
の
趣
旨
】

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

目
指
し
て
、
平
成
24
年
8
月
に
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
3
法
（
①
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
、
②
認
定
子
ど

も
園
法
一
部
改
正
法
、
③
関
係
法
律

の
整
備
法
）
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
27
年

4
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
子
ど
も
の
教
育
・

保
育
の
総
合
的
な
提
供
や
、
待
機
児

童
対
策
の
推
進
、
地
域
で
の
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
施
設
や
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
国

の
定
め
る
基
準
を
踏
ま
え
、
自
治
体

ご
と
に
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

 【
新
制
度
の
内
容
】

●
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
を
「
個
人

へ
の
給
付
」
と
し
て
保
障

　

幼
稚
園
等
で
の
幼
児
教
育
と
、
保

育
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
保
育
を
保

障
す
る
観
点
か
ら
、
保
育
所
、
幼
稚

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育

等
を
利
用
し
た
場
合
に
共
通
の
仕
組

み
で
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
費
を
円
滑
に
教
育
・

保
育
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た

め
、
利
用
者
へ
の
直
接
的
な
給
付
で

は
な
く
、
市
町
村
か
ら
施
設
等
に
支

払
う
仕
組
み
（
法
定
代
理
受
領
と
言

い
ま
す
。
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
を
一
体
的

に
提
供

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や
特
徴

を
あ
わ
せ
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
の
普

及
を
図
り
、
幼
児
期
の
教
育
と
保
育

の
環
境
を
整
え
ま
す
。

●
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
の
充
実

　

在
宅
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
方

も
含
め
た
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
多
様
な
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　9月会議において、来年4月からスタートする「子ども・子育て支援新制度」に向けて、
「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例」「家庭
的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例」「放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条例」を可決しました。
　条例の趣旨及び新制度の概要は以下のとおりです。

来年4月から「子ども・子育て支援新制度」がスタート
９月会議のクローズアップ
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議
会
だ
よ
り

　

9
月
19
日
の
議
会
最
終
日
に
『
大

多
喜
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
充
実
に

関
す
る
※
決
議
』
を
議
員
発
議
で
提

出
、
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
提
案
理
由
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

 【
提
案
理
由
】

　

9
月
9
日
開
催
の
本
会
議
に
お
い

て
4
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
登
壇

し
、
う
ち
2
名
の
議
員
が
子
ど
も
医

療
費
通
院
費
助
成
の
年
齢
拡
大
に
関

す
る
質
問
を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
本
町
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
や
子
ど
も
保
健
対
策
の
充
実
な
ど

子
育
て
支
援
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
制
度
で
す
。
こ
の
質
問

に
対
し
執
行
部
か
ら
は
、
平
成
27
年

12
月
か
ら
通
院
費
を
無
料
に
し
た
い

旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

夷
隅
郡
市
に
お
い
て
は
、
勝
浦
市

が
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
通
院
の

対
象
を
中
学
3
年
生
ま
で
と
す
る
条

例
改
正
案
が
9
月
定
例
議
会
に
上
程

さ
れ
て
お
り
、
本
町
だ
け
が
遅
れ
を

と
っ
て
い
ま
す
。
千
葉
県
下
に
お
い

て
も
65
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
治
体
が
中

学
3
年
生
ま
で
入
院
・
通
院
費
を
無

料
化
に
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
本

町
に
お
い
て
も
平
成
27
年
4
月
1
日

か
ら
の
適
用
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　将来を担う子供たちが健康で安全・安心にして通学や生活ができる事は、誰もが望んでいると
ころである。
　中でも子ども医療費助成制度は、子どもの保健対策の充実や保護者の経済的負担の軽減など、
子育て支援には欠くことのできない必要な制度である。
　このような状況の中で、千葉県内では中学3年生はもとより、高校生までを対象としている自
治体も次々に生まれている。
　本町では中学生までが入院の対象となっているが、中学生の通院については対象外である。子
どもの保健対策の向上及び子育て支援の充実を期すためにも重要な施策であることはいうまでも
なく、保護者から強い要望が出ていることも事実である。
　人口減少に歯止めがかからない状況の中で、少子高齢化は著しく進み、定住化及び人口増対策
は、本町の重大な行政課題であるにも関わらず、大いに関係する子ども医療費助成施策は他市町
村から遅れていると言わざるを得ない。
　このようなことから、子ども通院費医療費助成制度の対象を中学3年生まで拡大し、平成27年4
月1日から適用されたくここに決議する。
　また、その対象をさらに高校3年生まで拡大することを要望する。

平成26年 9月 19日

※決議とは？
　議会が行う事実上の意思形成行為で、政治的効果をねらい、あるいは議会の意思を対外的に表明するために行われ

る議会の議決のことで、提案権は議員に専属します。

大多喜町子ども医療費助成充実に関する決議

大多喜町議会

子ども医療費の助成充実を！！
議会が町に提案

来年4月から中学3年生までの無料化を要望

議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案議会が町に提案
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議
会
だ
よ
り

質問議員 質問事項

山田久子

1．子育て支援対策の拡充について
　   ①「子ども医療費助成制度」の拡充について
　   ②「放課後児童クラブ」の拡充について
2．教育に専念できる環境整備について
　   ① 小中学校における補助スタッフ（用務員）の配置について

根本年生

1．町民との厚い信頼関係の構築について
2．現在の苦情処理体制について
3．今後の苦情処理体制の取り組みについて
4．積極的な情報提供・公開について

渡辺泰宣 1．2月発生の雪害について
2．ゴミのリサイクルについて

野中眞弓

1．子ども医療費助成の拡充について
2．水道料金の引き下げについて
3．ゴミの減量化について
4．個人の災害復旧の助成について

町　政　を　問　う
一 般 質 問

一般質問は、町政全般
にわたり、議員が町当
局に対して執行状況や
政策方針等を質

ただ

すもの
です。

子
育
て
支
援
の
充
実
を
！

子
育
て
支
援
課
長

現
状
を
把
握
し
、
適
宜
検
討
し
た
い

山田 久子 議員

問
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、

医
療
費
助
成
制
度
を
入
院
に
加

え
、
通
院
も
中
学
3
年
生
ま
で

年
齢
を
引
き
上
げ
す
べ
き
と
思

う
が
町
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

県
内
状
況
を
見
て
、
本
町

も
通
院
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
中
学

3
年
生
ま
で
引
き
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
実
施
時
期
は
平
成
27
年
度
中
に

改
正
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
平
成
27
年
4
月
か
ら
の
実

施
は
で
き
な
い
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

年
度
当
初
は
様
々
な
通
知

や
、
医
療
費
の
受
給
券
等
の
発
行
業

務
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
町
で
所
有
し

答
子
育
て
支
援
課
長

　

移
動
手
段
は
保
育
園
バ
ス

2
台
を
利
用
し
、
運
行
し
た
い
。

問
西
小
学
校
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
小
学

6
年
生
ま
で
拡
大
し
た
場
合
、

現
在
の
教
室
の
広
さ
で
対
応
で

き
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

現
状
的
に
は
、
現
在
の
教

室
で
行
う
予
定
で
考
え
て
い
る
が
、

状
況
を
確
認
し
、
希
望
調
査
を
行
っ

た
う
え
で
検
討
し
た
い
。

て
い
る
ソ
フ
ト
の
改
修
時
期
と
重
な

る
こ
と
か
ら
、
年
度
途
中
で
ソ
フ
ト

を
改
修
し
た
後
に
改
正
し
た
い
と
考

え
る
。問

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
3

法
の
改
正
に
伴
い
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
小
学
6
年
生

ま
で
拡
大
す
る
要
望
に
対
し
、

町
は
ど
の
よ
う
に
認
識
を
し
て

い
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

来
年
度
か
ら
小
学
6
年
生

ま
で
拡
充
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
上
瀑
・
大
多
喜
・
総
元
小
学

校
統
合
後
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
準
備
状
況
は
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

上
瀑
小
学
校
の
空
き
教
室

を
利
用
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て

い
る
。問

そ
の
際
、
大
多
喜
小
か
ら
上

瀑
小
ま
で
の
移
動
手
段
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
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議
会
だ
よ
り

住
民
と
の
厚
い
信
頼
関
係
の
構
築
を

総
務
課
長

ク
レ
ー
ム
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き
た
い

災
害
に
対
し
て
前
向
き
、か
つ
迅
速
な
対
応
を
。

産
業
振
興
課
長

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

根本 年生 議員

渡辺泰宣議員

問
住
民
と
の
厚
い
信
頼
関
係
を

築
く
た
め
、
住
民
の
小
さ
い

声
に
も
耳
を
傾
け
小
さ
な
改
善
を
積

み
重
ね
る
事
が
信
頼
関
係
を
築
く

第
一
歩
で
は
な
い
か
。

答
総
務
課
長

　

ク
レ
ー
ム
を
町
民
の
意
見

と
受
け
止
め
、
適
切
な
処
理
、
親
切

な
住
民
対
応
に
努
め
た
い
と
思
う
。

問
苦
情
を
少
な
く
す
る
に
は
挨

拶
の
励
行
、
素
早
い
声
か

け
、
す
ぐ
に
現
場
を
確
認
し
、
そ
の

結
果
を
苦
情
の
申
出
人
に
連
絡
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答
総
務
課
長

　

相
手
の
話
し
を
よ
く
聞

き
、
事
実
を
把
握
し
、
現
場
を
見

て
、
期
限
を
守
っ
て
回
答
す
る
事
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
苦
情
等
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め
、
対
応
基
準
を
作
成
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答
総
務
課
長

　

苦
情
等
の
申
出
人
に
対
し

て
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
取
扱
い

基
準
に
つ
い
て
は
作
成
し
て
も
よ
い

と
考
え
て
い
る
。

問
苦
情
等
が
発
生
し
た
ら
職
場

全
体
で
対
応
し
、
で
き
る
だ

け
個
人
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が 

職
場
の
一
体
化
を
生
み
、
よ
り
よ
い

仕
事
が
で
き
る
の
で
は
。

答
総
務
課
長

　

個
人
で
対
応
す
る
こ
と
は

本
人
の
負
担
も
多
く
な
り
、
非
常
に

厳
し
い
と
思
う
の
で
、
課
を
挙
げ
て

対
応
す
る
体
制
を
と
り
た
い
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
職
員
同
士
の
信
頼
関

係
に
も
繋
が
る
と
思
う
。

問
町
の
情
報
提
供
不
足
に
よ

り
、
町
が
ど
ん
な
意
図
を

も
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
住
民
が
多

い
。
役
場
に
来
て
、
知
ら
な
か
っ

た
、
聞
い
て
い
な
い
等
の
誤
解
や
勘

違
い
か
ら
起
こ
る
ク
レ
ー
ム
も
多
い

と
思
う
。

　情
報
を
分
か
り
や
す
く
し

問
3
月
議
会
に
お
い
て
、
2
月

の
大
雪
に
伴
う
農
業
施
設
災

害
に
係
る
一
般
質
問
が
な
さ
れ
、
3

月
3
日
現
在
の
被
害
状
況
説
明
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
被
害

報
告
が
出
さ
れ
た
か
伺
い
た
い
。

答
産
業
振
興
課
長

　

3
月
議
会
以
降
、
防

災
無
線
な
ど
で
周
知
を
行
い
、

4
月
末
ま
で
被
害
報
告
を
受
け

た
。
最
終
的
な
件
数
に
つ
い
て

は
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
が
6
件
、
6

棟
、
１
９
５
５
㎡
、
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
が
59
件
、
87
棟
、
1
万
７

４
８
７
㎡
と
な
っ
た
。

問
雪
害
を
受
け
た
鉄
骨
ハ
ウ
ス

や
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
復
旧
工

事
を
行
っ
て
よ
い
か
。
ま
た
、
施
設

の
復
旧
費
用
や
撤
去
費
用
に
対
し
て

補
助
金
は
出
る
の
か
。

答
産
業
振
興
課
長

　

復
旧
工
事
の
着
工
に

つ
い
て
は
、
施
工
可
能
で
あ
る

旨
の
文
書
を
申
請
者
に
通
知
済

み
。
ま
た
、
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
事
業
に
よ
り
補
助
対
象
と

な
る
ハ
ウ
ス
が
異
な
る
が
交
付

さ
れ
る
。

　

事
業
に
つ
い
て
は
、
種
や
苗

か
ら
育
て
る
ハ
ウ
ス
に
対
し

て
材
料
費
全
額
を
助
成
し
、
自

家
消
費
で
も
対
象
と
な
る
『
大

豆
・
麦
等
生
産
体
制
緊
急
整
備

事
業
』
と
、
販
売
を
目
的
と
す

る
ハ
ウ
ス
が
対
象
で
、
撤
去
費

は
１
０
０
％
補
助
、
材
料
費
、

設
置
費
は
90
％
補
助
の
『
被
災

農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援

事
業
』
の
2
種
類
が
あ
る
。

問
再
度
、
同
じ
よ
う
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
町
で
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
の
か
伺
い

た
い
。答

産
業
振
興
課
長

　

基
幹
農
道
は
、
山
間
部

を
通
過
す
る
起
伏
の
激
し
い
比

較
的
カ
ー
ブ
の
多
い
路
線
で
、

樹
木
な
ど
が
道
路
に
覆
い
か
ぶ

さ
り
日
陰
の
箇
所
も
多
い
こ
と

か
ら
、
早
め
に
通
行
止
め
な
ど

の
対
応
を
と
り
、
除
雪
な
ど
に

つ
い
て
も
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
安
全
対
策
に
努
め
て
い

き
た
い
。

答
建
設
課
長

　

道
路
の
除
雪
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
主
要
道
路
に
つ
い

て
は
町
で
対
応
し
、
そ
れ
以
外

を
町
内
で
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を

所
有
し
て
い
る
8
名
の
方
々
に

除
雪
を
委
託
し
て
い
る
。
ま
た

小
型
シ
ョ
ベ
ル
保
有
業
者
の
設

備
業
者
等
に
も
除
雪
を
お
願
い

し
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
町
内
の
土

木
業
者
に
も
協
力
い
た
だ
け
る

よ
う
協
議
し
て
い
き
た
い
。

て
、
町
民
に
提
供
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答
総
務
課
長

　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
て
、
で
き
る
だ
け
情
報
提
供
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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使用量 県営水道 町営水道

㎥ 基本料金
（0㎥） 380円 基本料金

（8㎥まで） 1,720円

0
57円

380円
約206円

1,720円
8 836円 1,720円

10 950円
235円

2,190円
20 150円 2,450円 4,540円
30 244円 4,890円 265円 7,190円

県営水道と町営水道の使用量別水道料金（１ヶ月分・消費税抜）

議
会
だ
よ
り水

道
料
金
の
引
き
下
げ
検
討
を

環
境
水
道
課
長

ま
ず
は
、
水
道
事
業
会
計
の
経
営
改
善

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

野中 眞弓 議員

問
県
内
の
水
道
料
金
は
バ
ラ
つ

き
幅
が
大
き
く
、
町
民
か
ら

は
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を
望
む
声

が
多
く
聞
か
れ
る
。
水
道
料
金
の
統

一
を
図
る
た
め
、
数
年
前
か
ら
進
め

ら
れ
て
い
る
県
営
水
道
と
の
統
合
計

画
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

答
環
境
水
道
課
長

　

統
合
計
画
は
2
つ
の
ス

テ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
1

ス
テ
ッ
プ
は
、
県
内
に
8
つ
あ
る
水

道
企
業
団
の
う
ち
、
県
営
、
九
十
九

里
、
南
房
総
の
3
企
業
団
の
経
営
統

合
。
第
2
ス
テ
ッ
プ
は
、
3
企
業
団

の
事
業
統
合
で
、
会
計
を
一
本
化

し
、
用
水
供
給
料
金
の
平
準
化
（
料

金
を
一
定
値
に
近
づ
け
る
）
を
図

り
、
必
要
と
な
る
新
た
な
財
政
措
置

を
行
い
、
併
せ
て
末
端
給
水
事
業
体

（
市
町
村
等
が
担
う
水
道
事
業
）
の

統
合
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問
予
想
さ
れ
る
統
合
新
料
金
と
そ

の
時
期
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
環
境
水
道
課
長

　

現
在
の
南
房
総
広
域
水
道

企
業
団
の
基
本
料
金
は
、
1
㎥
あ
た
り

１
６
２
円
97
銭
（
税
別
）
で
、
第
2
ス

テ
ッ
プ
ま
で
進
ん
だ
場
合
に
初
め
て
料

金
が
下
が
り
、
1
㎥
あ
た
り
70
円
程
度

に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　

時
期
に
つ
い
て
は
、
県
で
は
、
第

1
ス
テ
ッ
プ
を
平
成
26
年
度
内
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
第
2
ス
テ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
末
端
給
水
事
業
の
統

合
が
関
係
す
る
た
め
、
多
く
の
時
間

を
要
す
る
見
込
み
。

問
広
域
化
は
絵
に
描
い
た
餅
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
町
独

自
の
対
策
と
し
て
、
基
本
水
量
を
見

直
し
て
、
基
本
料
金
の
引
き
下
げ
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
環
境
水
道
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
十
分
に

水
道
事
業
会
計
が
成
り
立
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
一
般
会
計

か
ら
の
補
助
金
の
額
を
少
し
ず
つ
減

ら
す
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
た

め
、
基
本
料
金
の
引
き
下
げ
は
考
え

て
い
な
い
。

　

定
例
会
7
月
会
議
を
7
月
15
日
に

開
催
し
、
補
正
予
算
ほ
か
2
件
を
可

決
、
採
択
し
ま
し
た
。

 【
議
案
第
1
号
】

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

　

１
０
８
１
３
千
円
を
増
額

　

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
45
億
４

４
７
７
万
3
千
円

 【
補
正
予
算
の
内
容
】

・
小
学
校
校
舎
建
築
事
業

　
　

９
９
６
９
千
円

・
中
学
校
施
設
管
理
事
業８

４
４
千
円

 【
請
願
第
１
号
】

　

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

定
例
会
７
月
会
議

補
正
予
算

議
員
発
議

請

　
　願

 【
発
議
第
1
号
】

　

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
内
閣
総

理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
送
付
し
ま

し
た
。「手話言語法」制定を求める意見書の趣旨

　手話は聴覚障害をもつ方々にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、
必要な情報獲得とコミュニケーションの手段になっています。
　しかし、手話はまだまだ社会の中ではその存在が弱いとされています。
　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聴覚障害をもつ
方々の社会進出をさらに容易にするために、その後ろ盾となる「手話言語法
（仮称）」の法整備の環境づくりが一日も早く行われるよう、政府及び関係機
関に対して意見書を提出するものです。
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議
会
だ
よ
り

次の議会は、12月5日（金）午前10時からの予定です。
　傍聴はどなたでもできますので、ぜひおいでください。
　手続きは、役場中庁舎の傍聴受付で住所、氏名、年齢を記入するだけです。
○問合せ　議会事務局　☎82−2182（直通）

　

定
例
会
8
月
会
議
を
8
月
8
日
に

開
催
し
、
契
約
案
件
と
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

 【
議
案
第
1
号
】

　

大
多
喜
小
学
校
校
舎
増
築
・
改
修

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

総
元
・
大
多
喜
・
上
瀑
小
学
校
の

統
合
後
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
大
多
喜
小
学
校
に
つ
い
て
、
必

要
な
教
室
を
確
保
す
る
た
め
、
校
舎

の
増
築
及
び
改
修
を
行
う
工
事
請
負

契
約
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札 

○
金　
　

額　

６
２
６
４
万
円 

○
契
約
者　

大
成
建
設
株
式
会
社

　

千
葉
支
店

○
工　

期　

平
成
26
年
8
月
8
日
か

　

ら
平
成
27
年
3
月
20
日
ま
で

 【
議
案
第
２
号
】

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）

　

２
７
４
９
９
千
円
を
増
額

　

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
45
億
７

２
２
７
万
2
千
円

定
例
会
８
月
会
議

根本 正木 吉野
一男 麻生 野村 江澤 志関 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 小髙 結果

議案第１号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請願第 1号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

発議第 1号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

根本 正木 吉野
一男 麻生 野村 江澤 志関 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 小髙 結果

議案第 1号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 2号 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【定例会７月会議審議結果】

【定例会８月会議審議結果】

＊○は賛成　　●は反対　　＊小髙議長は議事進行のため、採決に加わりません。

議案

議案

議員

議員

契

　
　約

補
正
予
算

　【
補
正
予
算
の
内
容
】

・
障
害
者
福
祉
事
業

　
　
　
　
　
　

 

４
４
０
８
千
円

・
小
学
校
施
設
事
業２

３
０
９
１
千
円

　【
内
訳
】

総
元
・
上
瀑
小
学
校
屋
内
運
動
場
非

構
造
部
材
耐
震
化
工
事

　

施
工
監
理　
　

   

１
８
１
５
千
円

　

工
事
費　
　
　

２
１
２
７
６
千
円
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　夷隅郡市内の社会教育・生涯学習関係者約200人が参加し、社会教育や生涯教育
の発展に功績を残した方々を表彰する「平成26年度夷隅地区社会教育振興大会」
が、10月17日（金）、御宿町公民館で開催されました。
　大多喜町では、スポーツの推進に尽力された井守毅一さんが夷隅地区社会教育功
労者表彰を受賞しました。
　また、記念講演では落語芸術協会員サークル
駄句だく会所属の、山遊亭金太郎師匠を講師に
招き、「子育ては地域の絆で」を題した講演が
行われました。今まで取り組んできた地域での
社会教育活動の体験談に、お笑いを交えながら
参加者は熱心に聴き入っていました。

　陸上自衛隊では、次のとおり陸上自衛隊高等工科学校生徒を募集します。
募　　集　　種　　目 陸上自衛隊 高等工科学校生徒

受　　験　　資　　格 平成27年4月1日現在15歳以上17歳未満の男子
中学校等卒業者又は卒業予定者

一般試験
受付期間 平成26年11月1日～平成27年1月9日（締切日必着）

試 験 日 平成27年1月24日（第1次試験）

※詳しい内容は、お問い合わせください。
○問合せ　自衛隊　茂原地域事務所（千葉地方協力本部）☎0475−25−0452

　

い
す
み
鉄
道
沿
線
の
草
刈
り
を
総
勢
１
２
４
名
の
方
々
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
19
日
は
西
友
会
、
大
多
喜
高
校
同
窓
会
大
多
喜
支
部
、
上
原
親
和

会
、
森
宮
区
、
い
す
み
鉄
道
友
の
会
会
員
及
び
一
般
参
加
者
、
26
日
は
三
又

区
、
黒
原
区
、
三
育
学
院
大
学
の
方
々
に
よ
る
草
刈
り
が
行
わ
れ
、
沿
線
美

化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
す
み
鉄
道
友
の
会
で
は
、
沿
線
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
い
す
み
鉄
道

を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

申
込
み
・
問
合
せ
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第49回 夷隅地区社会教育振興大会

▲夷隅地区社会教育功労者表彰を
　受賞された井守毅一さん

▲山遊亭金太郎師匠

高等工科学校生徒募集
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大多喜町地域包括支援センターだより　
【介護教室】の開催について

●89

★気をつけましょう！！　冬の感染症
　寒く乾燥する冬は、ウイルスが元気になる季節です。冬の感染症は、呼吸器に症状が出やすいものが多いのが特徴
です。さらに、冬から春先にはロタウイルスやノロウイルスによる感染性胃腸炎も流行します。十分に注意し、冬を
元気に乗り切りましょう。

・インフルエンザ……急激に40度前後の高熱が出て、悪寒や頭痛、のどの痛み、咳、鼻水、筋肉や関節の痛みなどの
症状が現れます。感染力がとても強く、ふつうの風邪よりも症状が重いのが特徴です。

風邪と区別しにくいですが検査でわかりますので、受診して確認しましょう。「栄養・保温・
安静」を心がけましょう。

・感染性胃腸炎……ウイルス性の感染によるものです。主に飛沫感染、接触感染しますが、ノロウイルスの場合は、
食品から感染することもあります。激しい嘔吐に続き、下痢の症状が現れ、発熱もあります。
ロタウイルスに感染の場合は、便が白っぽくなることもあります。早めに受診しましょう。

激しい下痢が続くので、イオン飲料水や湯ざましなどで、十分に水分を補給し、脱水症状にな
らないようにしましょう。
嘔吐物、下痢便の処理は、厳重にする（使い捨てマスク、使い捨て手袋を使用）ことで感染拡
大防止につながります。

⑨

◇身につけよう応急手当　～応急手当の重要性～◇
　もしも大切な家族や身近な方が目の前で倒れたら、あなたは応急手当ができますか？
　適切な応急手当を行うためには、日頃から応急手当に関する知識と技術を身につけておく必要があります。
　今回の介護教室では、普通救命講習会を開催します。救命講習では、AED（自動体外式除細動器）、心肺蘇
生法、止血法などを学び、講習の最後には、修了証が交付されます。
　高齢者にとって、今の季節は血圧が上昇しやすくなり、脳卒中や心臓発作などが起こりやすい気候です。高
齢者の病気の特徴や日頃の観察のポイントなど、基本的な知識を学ぶことで慌てない対応を心がけましょう。

◇今年度3回目の介護教室　参加者募集◇　ぜひ、この機会に受講してみませんか
　日にち　　　　平成27年1月15日（木）
　申込み締め切り　12月19日（金）
　時　間　　　　午後1時から4時まで
　会　場　　　　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　大多喜分署　2F　会議室
　定　員　　　　20名
　参加費　　　　無料
※定員になり次第、締め切らせていただきますので、お早めにご連絡ください。

○問合せ　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）☎82−2168（内線268）

（対応）

（対応）

・外出後は必ず、うがいと手洗いを習慣にしましょう。
・咳が出ているときはマスクを付けましょう。
・睡眠をとり、バランスのとれた食事で体力を高めましょう。
・室内の温度、湿度の調節をしましょう。

家庭でできる
予防法

○問合せ　子育て支援課　☎82−2152　みつば保育園　☎82−5530　つぐみの森保育園　☎83−1411
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( 保健事業予定表 )

12月〜1月

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談

12/3

☆ 9:30 ～
11:30

保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成 25
年 11 月、平成 26 年 4 月、7 月生まれ
の方には個別に通知します）

1/7
乳幼児とその保護者（対象月の平成 25
年 12 月、平成 26 年 5 月、8 月生まれ
の方には個別に通知します）

1 歳 6 か月児健診

12/18

☆13:15 ～
13:45

平成 25 年 5 月 1 日～平成 25 年 6 月
30 日生まれの方

3 歳児健診 ☆13:30 ～
14:00

平成 23 年 5 月 1 日～平成 23 年 6 月
30 日生まれの方

おひさまキッズ（個別のみ） 12/19 13:30 ～
15:30

成長発達で心配のある乳幼児とその
保護者おひさまキッズ（集団） 1/30

赤ちゃん計測会 1/20 9:30 ～
11:30

生後 1・2 か月のお子さんとその保護者
（対象者の方には個別通知します）

☆子どもの事業☆

行事名 日　時　 場　所 対　象　者

からだいきいき塾
12/12・18

10:00 ～ 11:30
老人福祉センター 事前に申し込まれている方1/30

うどんＤＥ介護予防！ 12/10・16 9:30 ～ 14:00

☆高齢者の事業☆

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

リズムウォーキング教室Ⅰ
12/3・17

14:00 ～ 15:00 Ｂ＆Ｇ海洋
センター 健康づくりに興味のある方

1/7・21

リズムウォーキング教室Ⅱ
12/10・24

1/14・28

おおたきウォーク

12/15

☆10:00

農村コミュニティ
センター ウォーキングを行ないたい方（4 ～

5Km 程度歩きます）
※ 雨天中止1/19 Ｂ＆Ｇ海洋

センター

栄養教室
12/4

9:30 ～ 13:00 中央公民館 事前に申し込みされている方
1/15

健康づくり教室 火曜日
金曜日

10:00 ～ 11:45
13:15 ～ 17:15

森宮トレーニング
センター おおむね 40 歳～ 74 歳の方

☆大人の事業☆

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  
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さん

さん

　ぼくの夢は消防士になることです。その理由
は、火災などの災害から人々を守って、安全な
くらしにしたいからです。テレビに出ていた消
防士は、とてもかっこよかったです。

　わたしは、薬剤師になって病気の人を薬でな
おしてあげたいです。一人でも多くの人の役に
たてたらなあと思います。そのために、これか
らも勉強をがんばりたいです。

田
たじま

島　義
よしとき

偉
大多喜小
５年

「消防士」

小
こいしかわ

石川　和
の あ

愛
大多喜小
５年

「薬剤師」

おめでとう12月生まれ ●誕生日の思い出に（3歳までのお子さん）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までに御連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

　10月16日（木）に、保健センターで行われた3歳児健診
で、むし歯のなかったお子さん6名を紹介します。

有
あ り か

家　匠
た く ま

真 ちゃん
（小土呂）

太
お お た

田　初
は つ の

乃 ちゃん
（船子）

關
せき

　菜
な な か

々香 ちゃん
（石神）

上
かみおか

岡　智
と わ

羽 ちゃん
（葛藤）

渡
わたなべ

邉　優
ゆうせい

星 ちゃん
（大戸）

古
こ や ま

山　桜
さ な

菜 ちゃん
（下大多喜）

浅
あ さ の

野　稀
き ほ か

帆花 ちゃん【3 歳】
（小土呂）（佳代さんの長女）

（ママからの一言）
きぃーちゃん誕生日おめでとう !! 毎日、
笑顔で、ママ達に元気をくれてありがと
う♡いつも明るく、お兄ちゃんと仲良し
で、これからも、元気いっぱいのきぃちゃ
んでいてね。ママより

坂
さ か わ

輪　愛
あ い り

莉 ちゃん【3 歳】
（石神）（芳哲さん・幸恵さんの長女 )

（ママからの一言）
お兄ちゃんが大好きで、一緒に笑ったり、
歌ったりして家族を和ませてくれます。
優しい人になってね♡

四
し く ら

倉　新
に い な

奈 ちゃん【3 歳】
（葛藤）（敦さん・絵美子さんの長女）

（ママからの一言）
新奈の元気と笑顔がいつも家族を明るく
してくれます。
これからも妹と仲良く思いやりのある優
しい子に育ってね。
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町
長
日
誌
（
10
月
）

１『竹の作品展』
日時　11月22日㈯から12月7日㈰まで
　午前9時から午後4時まで
実施内容　千葉県内にて伝統的な竹

細工を手掛ける著名な方々の作品
を展示します。

展示場所　県民の森研修館（見学無料）
２『季節の写真展』
日時　12月13日㈯から12月21日㈰まで
　午前9時から午後4時まで
実施内容　冬の園内風景及び一般公

募による写真の展示
展示場所　県民の森研修館（見学無料）
３『ミニ門松教室』
日時　12月14日㈰
　午前9時から午前11時30分まで
実施内容　お正月を彩るミニ門松づ

くりの体験
募集人員　10名
参加費　1,500円
４『お飾り教室』
日時　12月21日㈰
　午前9時から午前11時30分まで
実施内容　正月飾りの製作体験
募集人員　10名
参加費　1,500円
問合せ　大多喜県民の森管理事務所
　☎82−3110

 当初予定しておりました次の講座
は、都合により中止といたします。
日時　12月12日㈮
内容　歴史講座
問合せ　中央公民館　☎82−3188

　町内畜産農家で生産された、たい肥を
皆さんの土づくりにお役立てください。
配布要領　12月1日㈪から、産業振

興課（大多喜町畜産振興組合事
務局）で畜産たい肥の無料引換券
（1,500円相当分）を配付します。

　先着順とし、予定枚数に達し次

日にち　12月22日㈮
・役場保健センター
　午前10時から午前11時45分まで
・大多喜病院
　午後1時30分から午後3時30分まで
問合せ　千葉県赤十字血液センター
　☎043−241−8332

　労働者を1人でも使用する（農林水
産業の一部を除き）事業主は、労働保
険（労災保険・雇用保険）に加入する
ことが法律で義務付けられています。
　未手続事業の事業主は至急、加入
手続きをしてください。
　詳しくは、下記までお問い合わせく
ださい。
問合せ
　千葉県労働局労働保険徴収課
　☎043−221−4317
　茂原労働基準監督署
　☎0475−22−4551
　ハローワークいすみ（公共職業安

定所）☎62−3551

　千葉地方法務局茂原支局と茂原人

　拉致問題をはじめとする北朝鮮当
局による人権侵害問題の解決のため
には、国際社会と連携のほか、この
問題についての関心と認識を深めて
いくことが大切です。
問合せ　企画財政課　企画政策係
　☎82−2112

工　事　名　町営住宅黒原団地改修工事
工事箇所　大多喜町黒原195番地6
入　札　日　10月16日
設計金額　11,432,930円
契約金額　11,070,000円
契約業者　山本建設株式会社　
　
工　事　名　暗渠排水工事
工事箇所　大多喜町小土呂地先　外

10地区
入　札　日　10月16日
設計金額　42,130,800円
契約金額　39,960,000円
契約業者　株式会社仲潮組　
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12月県民の森行事予定

歴史講座お知らせ

畜産たい肥による土づくりを支援します

工業の実態を明らかにするため、
製造業を営む事業所を対象として、
１２月３１日現在で、
工業統計調査を
実施します。
調査員が伺いますので
ご回答をお願いします。

経済産業省　千葉県　大多喜町

工業統計調査へのご回答を！

第、配布を終了します。
　たい肥は町内畜産農家に直接、引

換券を持参し受領してください。
問合せ　産業振興課（大多喜町畜産

振興組合事務局）☎82−2176（内
線271）

献血の実施について

11月は「労働保険適用促進強化期間」です

「特設人権相談所」の開設

北朝鮮人権侵害問題啓発週間
12月10日～12月16日

入札結果

善意の心をありがとうございます

　林業の仕事をしていたことはあり
ませんか。林退共制度に加入してい
たが退職金をまだ受け取っていない
方、加入の有無が不明な方は、下記
までお問い合わせください。
問合せ　独立行政法人勤労者退職金

共済機構　林業退職金共済事業部
　☎03−6731−2887

林業退職金制度（林退共）からのお知らせ

≪東日本大震災義援金≫
コレット商事(有)　
取締役 岩瀬秀子 お客様225名　様

権擁護委員協議会では、人権週間に
ちなみ、特設人権相談所を開設しま
すので、お気軽にご相談ください。
日時　12月15日㈪　
　　　午前10時から午後3時まで
場所　大多喜老人福祉センター
相談内容　いじめ、親子・夫婦・扶

養・相続などの家庭問題、借地・借
家・名誉・信用・差別・いやがらせ
など、人権上の問題や悩みごとなど

相談員　人権擁護委員
問合せ　大多喜町社会福祉協議会
　☎82−4969
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期日　平成27年1月25日㈰小雨決行
場所　海洋センター周辺
募集期間　12月2日㈫から23日㈫まで
種目　
 「小学生1、2年生」1,000ｍ
 「小学生3、4年生」1,300ｍ
 「小学生5、6年生」2,000ｍ
 「中学生女子」2,000ｍ
 「中学生男子」3,000ｍ
　高校生含む「一般女子」 3,000ｍ

高校生含む「一般（39歳以下、40歳
以上）」5,000ｍ

※高校生以上の女性で5,000ｍの参加
を希望される方は、「一般（ 39歳
以下、40歳以上）」でお申し込み
ください。

参加費　町内居住者・在学者・在勤
者は無料

　町外居住者は1,000円（高校生以
下は500円）

申込書　海洋センターで配布します。
（町ホームページからダウンロード
することもできます。）

申込み・問合せ　大多喜町体育協会
事務局（海洋センター内）

　☎82−2462　FAX82−4526

　大道芸＋生演奏＋お笑い＋体験＋
ふるさと再生ストーリー。子供から
御年寄まで楽しめる、参加型エン
ターテインメントショー。
日時　12月6日㈯　午後3時開演
場所　旧老川小学校講堂
参加費　大人1,000円、小中学生200

円（未就学児、無料）
主催 「楽しいふるさと創る会」で

は、会員の募集も行っています。
　一緒に楽しい地域イベントを作っ

て行きましょう！
問合せ　080−2677−4649　小泉まで
　http://www.facebook.com/ennitisai 

　町では、経済的理由により高等学
校や大学などへの修学が困難な方に
奨学金の貸与を行います。希望され
る方は、大多喜町教育委員会（☎82−
3010）までお問い合わせください。
≪対象となる学校と貸与月額≫
○高等学校　　月額15,000円
○中等教育学校
　後期課程　　月額15,000円
○特別支援学校

第38回大多喜城マラソン大会参加者募集

第２回「老川・縁日祭」観覧参加者募集

平成27年度大多喜町奨学金貸与のご案内

　高等部　　　月額15,000円
○大学
　国立・公立　月額20,000円
　私立　　　　月額30,000円
○高等専門学校
　1年～3年　 月額15,000円
　4年～5年　 月額20,000円
○専修学校
　高等課程　　月額15,000円
　専門課程　　月額20,000円
≪申請資格≫
　次の事項にすべて該当する方
○上記の学校種別に該当する学校に

在学または入学が決まっている者
○町内に住所を有する者または申請

者の生計を維持する者が、町内に
住所を有している者

○家族全体の所得額が一定の基準以
下である者

≪貸与期間≫
　正規の修学期間が終了する月まで
≪返済方法≫
　卒業後11年以内（無利子）
≪申請期間≫

平成27年3月2日㈪～3月20日㈮
まで

≪予定人員≫
　3人程度
≪選考結果通知時期≫
　平成27年4月上旬

相続登記はお済みですか！
相談無料　　　土日祝日ＯＫ
TEL　０４７０−６２−５２８６
FAX　０４７０−６２−５２８７
大多喜町西部田１０６番地

千葉司法書士会会員
司法書士　江沢正明事務所
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　国民年金の毎月の保険料は翌月末（納付期限）までに納めることになっています。保険料
の納め忘れがあると、万一の事故の時などに障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられないこと
があるばかりか、老齢基礎年金も少なくなってしまいます。国民年金保険料に納め忘れがない
か今一度ご確認ください。
　納め忘れの防止には、「口座振替」や前もってまとめて納めると割引がある「前納」が便利
です。
○保険料や納付書に関するお問い合わせは千葉年金事務所へ
　千葉年金事務所　☎043−242−6320
　税務住民課　保険年金係　☎82−2122（内線251）

1日・8日・9～19日
（蔵書点検）・22日・
23日・26日（図書整
理日）・27日～31日

町立図書館
天賞文庫だより
☎82−2459
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国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

窓から逃げた100歳老人
ヨナス・ヨナソン著

　老人ホームから逃走したアラ
ン。ギャング団の金を奪ってし
まい、追っ手は増えるがどこ吹
く風。爆弾つくりの専門家だっ
た彼は、数々の修羅場をくぐり
抜けてきた過去の持ち主だった
のだ…。スウェーデン発の笑
撃・爆弾コメディ。

・緋の天空
葉室　 麟　著

・アイネクライネナハトムジーク
伊坂　幸太郎　著

・フォルトゥナの瞳
百田　尚樹　著

・セロニアス・モンクのいた風景
村上　春樹　編訳

・ダブル・フォールト
真保　裕一　著

おはなし会 ▶ 12月21日（日）　午前10時30分から　大多喜図書館

12月の休館日
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慶　弔 (10月届 )

転出入 (10月届 )

1 月 心配ごと相談(日常生活上の相談）　9：00～12：00　福祉センター （可燃）

2 火 出前保育　　10：00～　　つぐみの森保育園 （ペット）

3 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター （可燃）

4 木 ヨガ教室　19：00～20：00　中央公民館 （缶類）

5 金 （可燃）

6 土 おいでよ子ども土よう塾　9：00～　中央公民館

7 日
消防団模擬火災演習
町民カレッジ「芸術鑑賞教室」　9：30～　東京宝塚劇場
子ども習字教室　10：00～　中央公民館

8 月 （可燃）

9 火 ひまわり会　福祉センター （ペット）

10 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター （可燃）

11 木 ヨガ教室　19：00～20：00　中央公民館 （びん）

12 金 （可燃）

13 土 ジュニアスポーツ・キンボール教室　9：00～11：30　海洋センター

14 日 （休日受付）

15 月 心配ごと相談（日常生活上の相談、結婚相談、人権相談、行政相談、
交通事故相談）　10：00～15：00　福祉センター （可燃）

16 火 （不燃）

17 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター （可燃）

18 木 ヨガ教室　19：00～20：00　中央公民館 （紙類）

19 金 おもいやりの会　(大多喜・西畑地区)　福祉センター
トットくらぶ　9：30～　みつば保育園　つぐみの森保育園 （可燃）

20 土

21 日 子ども習字教室　10：00～　中央公民館
おはなし会　10：30～　図書館

22 月 心配ごと相談（日常生活上の相談）　9：00～12：00　福祉センター
農業委員会　14：00～　大会議室 （可燃）

23 火 大多喜小・中・高校生によるクリスマスコンサート　13：00～　大多喜
中学校体育館

24 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター
ぬくもり給食会　福祉センター　 （可燃）

25 木 ヨガ教室　19：00～20：00　中央公民館 （缶類）

26 金 （可燃）

27 土

28 日

29 月

30 火 （可燃）

31 水

交通事故発生状況

人口と世帯

12月 師
しわす

走

December

平成 26 年 11 月 1 日現在
人　口 9,971 人 （−18）

男 4,866 人 （− 9）
女 5,105 人 （− 9）

世帯数 3,901 世帯 （− 8）
（　）は、前月比

10 月中（人身事故件数）
発生件数 2 件 （42）
死 者 数  0 人 （ 0）
傷 者 数 2 人 （62）

（　）は、1 月からの累計

出　生 5 人
死　亡 22 人

転　入 16 人
転　出 17 人

火災件数 0 件 （ 7）
救急件数 48 件 （435）

内訳
7 件 （ 49）

26 件 （241）
15 件 （145）

（　）は、1 月からの累計

交通事故
急　　病
そ  の  他

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３−２４２−９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》

夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

おおたき119 (10月中)
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【椀】
大多喜町陶芸クラブ
佐久間　紀子さん（久我原）

【
秋
の
彩
り
】

大
多
喜
写
真
同
好
会

鈴
木

　由
里
子
さ
ん
（
平
沢
）

○問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82-2168

「ししゃものカレー風味ピカタ」
　ししゃものように骨ごと食べられる魚は、カルシウムを多く含み
ます。骨粗鬆症の予防・改善のためにも、カルシウムをしっかり補
給しましょう。

①	小麦粉とカレー粉を合わせる。卵は溶いておく。
②	ししゃもに①をまぶし、溶き卵にくぐらせる。
③	油を熱したフライパンで②を返しながら両面焼く。
④	ケチャップとウスターソースを合わせ、ししゃもにかける。

作り方

19 管理栄養士
金坂　直子

【１人分栄養価】
エネルギー
たんぱく質
脂質
塩分

127kcal
7.7ｇ
7.3ｇ
1.0ｇ

♪おすすめ献立♪
ごはん・ししゃものカレー風味
ピカタ・青菜のお浸し・味噌汁

材　料（2人分）

ししゃも……………４尾

小麦粉………………小さじ１強

カレー粉……………小さじ1/2

卵……………………10ｇ

サラダ油……………小さじ１

ケチャップ…………小さじ１

ウスターソース……小さじ１

ミニトマト…………６個
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